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ル階層がエラー回復を行う End-to-End エラー回復方式 (EE方式)と隣接ノード聞の通信を司るプロ
トコル階層がエラー回復を行う Link-by-Link エラー回復方式 (LL方式)について検討する。 EE方
式では送信ノードから再送が行われるので，中間ノード数が多くなるとエラー回復に要する時間が長く





































ウト時間について考察するO すなわち， End-to-End エラー回復方式， Link-by-Link エラー回復方式を
採用しているそれぞ、れの場合について，パケット交換網におけるパケット伝送をタンデム型待ち行列網
でモデル化し，両方式の性能を比較して，各方式が有効に機能するパラメータ領域を示し，さらに，平
均の通信遅延を最小にするタイムアウト時間が存在することを明らかにしているO
以上，本論文は階層型通信プロトコルを採用している通信システムに対する待ち行列網モデルを提案
し，それに対する近似解析手法を示している O これにより，階層型通信フ。ロトコルの性能評価が解析的
に行えるようになると同時に，種々パラメータの選定の指針を与えたという点においてこの分野に新し
い知見を与えるもので，博士論文として価値あるものと認めるO
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